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　　　　　　景気の現状は、一部で持ち直しの動きがみられるものの、
　　　　 依然として厳しい状況が続いている。

　家計部門では、消費者の買い控え、低価格志向が続き、来客数、客単価が
減少しているとの声が聞かれた。一部で、環境対応車購入に係る減税・補助の
効果がみられた。
　企業部門では、運輸関連で貨物取扱量に回復の兆しがみられたものの、さま
ざまな業種で受注量、販売量に回復の動きがみられないとの声が聞かれた。
　雇用部門では、求人件数が伸びず雇用状況に変化がないとの声が聞かれ
た。一部で、製造業を中心に生産調整が改善されつつあるとの声も聞かれた。

　家計部門では、年末のボーナス減少や政府予算削減の影響などを懸念する
声が聞かれた。一部で、地域の消費喚起フェアに伴う消費拡大を期待する声
が聞かれた。
　企業部門では、円高の進行や受注量の減少など先行きを懸念する声がある
一方、運輸関連の貨物復調や、眼鏡関連でハウスブランド商品の認知拡大を
期待する声も聞かれた。
　雇用部門では、企業業績の回復鈍化や、学卒者の採用に消極的な企業の増
加を予想する声が聞かれた。

　■景気の現状判断ＤＩ

　■景気の先行き判断ＤＩ
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１．調査の目的

　　県内景気の動向や各業種の状況をより迅速に把握し、景気判断の基礎資料とする。

２．調査の実施概要

　（１）調査の範囲

　　県内を福井地区、坂井地区、奥越地区、丹南地区、嶺南地区の５地区に分け、各地区で働く
　さまざまな業種の方、１００名を調査客体とする。

地域別・分野別の客体数

福井
坂井 坂井市、あわら市
奥越 大野市、勝山市
丹南 鯖江市、越前市とその周辺部
嶺南 敦賀市、小浜市とその周辺部

計

　（２）調査事項

　　①　３カ月前と比べた景気の現状判断とその理由
　　②　２～３カ月後の景気の先行き判断とその理由

　（３）調査期日等

　　毎月中旬～下旬に調査実施し、月末～翌月初旬に公表。

３．ＤＩ値の算出方法

　　５段階の判断にそれぞれ以下の点数を与え、これらに各判断の構成比（％）を乗じて、
　ＤＩ値を算出する。

評価

点数

４．ＤＩ値について

　　ＤＩ値が５０の場合は横ばいを示し、０に近づくほど悪化傾向、１００に近づくほど好転傾向で
　あることを示す。
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調査結果

１．景気の現状判断ＤＩ

○県全体の現状判断ＤＩ

年
月

合計
　家計動向関連

小売

飲食
サービス

　企業動向関連
製造業
非製造業

　雇用関連

○回答別構成比
年
月
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　やや良くなっている
　変わらない
　やや悪くなっている
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　今月の現状判断ＤＩは、４２．９となり、２カ月連続で低下した。
　また、「変わらない」とする回答が半数近くを占め、悪化傾向とする回答は３割
強あった。
　家計部門では、消費者の買い控え、低価格志向が続き、来客数、客単価が減
少しているとの声が聞かれた。一部で、環境対応車購入に係る減税・補助の効
果がみられた。
　企業部門では、運輸関連で貨物取扱量に回復の兆しがみられたものの、さま
ざまな業種で受注量、販売量に回復の動きがみられないとの声が聞かれた。
　雇用部門では、求人件数が伸びず雇用状況に変化がないとの声が聞かれた。
一部で、製造業を中心に生産調整が改善されつつあるとの声も聞かれた。

41.7

43.8 47.9
53.1 53.1

51.5%

50.0

37.5
50.0

58.3
53.1

52.2

▲1.9

▲4.8

▲6.3
35.3
43.8

▲6.5
38.9 34.1

44.8 42.9

56.343.8
37.5

51.0%

45.8

56.3

0.0%

　　（参考） 内閣府「景気ウォッチャー調査」（９月調査結果）
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２．景気の先行き判断ＤＩ

○県全体の先行き判断ＤＩ

年
月

合計
　家計動向関連

小売

飲食
サービス

　企業動向関連
製造業
非製造業

　雇用関連

○回答別構成比

年
月

　良くなる
　やや良くなる
　変わらない
　やや悪くなる
　悪くなる

55.0%
19.0%
9.0%8.0%

　今月の先行き判断ＤＩは、４２．１となり、２カ月ぶりに低下した。
　また、「変わらない」とする回答が半数近くを占め、悪化傾向とする回答は４割近
くあった。
　家計部門では、年末のボーナス減少や政府予算削減の影響などを懸念する声
が聞かれた。一部で、地域の消費喚起フェアに伴う消費拡大を期待する声が聞か
れた。
　企業部門では、円高の進行や受注量の減少など先行きを懸念する声がある一
方、運輸関連の貨物復調や、眼鏡関連でハウスブランド商品の認知拡大を期待
する声も聞かれた。
　雇用部門では、企業業績の回復鈍化や、学卒者の採用に消極的な企業の増加
を予想する声が聞かれた。
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　　（参考） 内閣府「景気ウォッチャー調査」（９月調査結果）
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３．判断理由

（１）景気の現状判断の理由

現状判断 分野 地区 業種 理由
やや良くなっている 家計

動向
嶺南

自動車販
売・整備

・国の補助金効果が浸透し、来客数の増加につ
ながっている。

坂井
衣料品販売
店

・売上が反転上昇した。

奥越
特産品等販
売店

・秋の収穫物（里芋等）の出荷が始まること
で、上向きになると思われる。

嶺南 旅館
・今年９月から上向きであり、３カ月前と比べ
れば上昇している。平年並みまであと１割ぐら
いまで来ている。

企業
動向

福井 繊維
・お客様の動きがみられる。受注の話（企画）
が増えている。

福井 運輸

・売上は対前年比でマイナスだが、マイナス幅
が縮小してきた。
・荷主の価格引下げ要請が弱まり、受注価格が
安定してきた。

嶺南 運輸 ・貨物量が増加してきた。
雇用

奥越
高校就職担
当者

・雇用情勢は依然厳しいが、少しでも良くなれ
ばと思う。

嶺南
ジョブカ
フェ担当者

・大きな変化は感じられないが、周辺企業で
は、製造業を中心に少しずつ生産調整が改善さ
れつつあると聞く。

変わらない 家計
動向 奥越

百貨店、
ショッピン
グセンター

・客入りは変わらないが単価が下がっており、
前年比で売上の減少が続いている。

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・価格に対して敏感な状況は継続している。
・コートなど冬物展開がスタートしているが、
即販売にはつながらず、さらに低価格志向が強
まることが予測される。

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・８、９月は来客数が持ち直しの気配を見せ、
客単価の下落をある程度カバーしていたが、１
０月に入り来客数が減少傾向にある。

丹南 商店街 ・特別変化はなく、悪いままである。

奥越 写真館
・売上は相変わらず減少傾向にあり、明るい芽
が見えない状況である。

奥越
自動車・建
設機械整備

・販売量が横ばいとなっている。

坂井 旅行代理店
・販売量、単価の下落は相変わらず続いたまま
で、好転の兆しが見受けられず、変わらないと
言うより悪いままである。

福井
ビジネスホ
テル

・来客数の動き、お客様の様子など特に変化は
ない。
・特に３カ月先の予約状況に注目している。

嶺南
タクシー運
転手

・同業他社の状況、お客様数など、前月と変化
がない。

嶺南
ドライブイ
ン

・連休でも来客数は例年並みで普段と変わらな
い。
・車中泊をする方が増えたように思う。

福井 文具販売店 ・販売量が横ばいで推移している。
企業
動向

福井 医薬品
・依然として健康食品、一般薬の販売回復は見
られない。

嶺南 建設業 ・工事発注の動きが少ない。

奥越 繊維
・シーズン性もあって、量的な動きが一部みら
れるものの、期近発注が中心の状況であり、数
量不足の状況に変化はない。

坂井 繊維 ・受注量や販売量の動きから。
福井 商社 ・法人向けの販売量が落ち込んでいる。

4



現状判断 分野 地区 業種 理由

福井
化学・プラ
スチック

・受注量や販売量の動き、取引先の様子から。

嶺南
化学・プラ
スチック

・受注量や販売量の動きから。

福井
化学・プラ
スチック

・住宅市場の冷え込みから受注量が増えない。

福井 ＩＴ関係
・商談件数は増えつつあるが、受注に結び付い
ていない。

丹南 伝統工芸 ・産地のパルプ消費量が減少傾向にある。

福井 金融機関

・全体的に取引先企業の受注状況は改善してい
ない。
・売上低迷に伴い、企業のキャッシュフローが
悪化、借入金の条件変更の申込みが増加傾向に
ある。

福井 金融機関
・受注量、販売量、受注価格や販売価格に変化
がみられない。

雇用
福井

大学就職担
当者

・求人件数（９月末現在）が、県内外ともに前
年比約３割減少している。

福井
ジョブカ
フェ担当者

・ヤングハローワークの求人件数が伸びていな
い。
・マッチングアドバイザーの企業情報もここに
来てまた停滞している。
・ジョブカフェを来所する４回生が例年より多
くなっている。

福井 労働相談員 ・雇用状況に変化がないように思われる。

福井
就職情報誌
編集者

・求人数に変化がみられない。

福井
就職情報誌
編集者

・求人数の動きや雇用形態の状況から。

奥越
自治体労働
政策担当課

・求人数、採用者数とも目立った変化がない。
・地域で、経済対策の効果が一時的に見られ
る。

丹南
自治体労働
政策担当課

・求人数、離職者数、企業の業況から。

やや悪くなっている 家計
動向 福井

百貨店、
ショッピン
グセンター

・通常の売上が前年比で悪化。デイリーゾーン
での悪化に加え、酒以外の進物、菓子、名産品
も前年に比べ悪化している。

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・先月上向きかけた傾向が見られなくなった。
宝飾、美術は高額品だけでなく、一般の商材も
動きが悪くなった。
・お買い上げいただくお客様が非常に限定され
ており、一部の富裕層のみ元気がある状態。

奥越
百貨店、
ショッピン
グセンター

・来客数、客単価が落ち込んでいる。

嶺南
百貨店、
ショッピン
グセンター

・店舗内の１００円ショップについて、１００
円均一プライス商品だけでは来客が見込めず、
１５０円、３００円、５００円プライスライン
の商品を揃える必要がある。

嶺南 商店街
・政権交代により先行きが不透明なことから、
今なお消費者の買い控えが続いている。

坂井 大型小売店
・既存店での来客数が前年に比べ増加している
ほか、客単価の下落幅も小さくなってきてい
る。

嶺南 家電量販店
・大型商品、特にテレビ、冷蔵庫、洗濯機等の
販売台数が伸びていない。

丹南 美容室

・売上は毎月、前期比５％前後のマイナスで推
移している。
・「１日お客様がゼロ」という同業者のクドキ
も聞くなど、不況は一段と進んできたようであ
る。
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現状判断 分野 地区 業種 理由

丹南
菓子製造販
売店

・シルバーウィークや連休は確かに来客が多い
が、それ以外がいつも以上に悪い。

坂井 居酒屋 ・平日の来客数が少なくなっている。
福井 居酒屋 ・来客数が少なくなっている。
福井 割烹 ・景気悪化により、客単価が下がっている。

福井
ビジネスホ
テル

・新型インフルエンザの影響で引率の先生が来
られなくなり、人数減少およびキャンセルが
あった。
・ビジネスマン（リピーター）の利用につい
て、部屋のランクダウン（単価下落）がみられ
る。
・ホテル他社では安売り競争（ビジネスマン対
象）をしている。

福井 旅行代理店
・来店客数が減少している。
・企画商品の販売が対前年を割り込んでいる。

嶺南
ドライブイ
ン

・売上が前年比２０％近く減少している。

企業
動向

坂井 非鉄金属 ・下期に入って受注量が減少をたどっている。

丹南 電気機械
・季節トレンドどおりであるが、クリスマス商
戦向けの部品受注に陰りが見え始めた。

坂井 ＩＴ関係
・全体的に受注が少なく、受注に至る案件も昨
年の半分程度に減少している。

雇用
嶺南

大学就職担
当者

・来年度の採用計画等についての企業との情報
交換会の参加者が少ない。

悪くなっている 家計
動向

坂井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・気温の低下が前年より早く、販売条件は揃っ
ているものの業績は厳しい。特に、昨年は好調
に推移した食品部門が不振となり、客数の減少
がより顕著となっている。また、高単価、高額
商品が振るわず、売上確保が厳しくなってきて
いる。
・食品部門の不振は各社とも価格競争の激化に
つながり、利益の確保も厳しい。

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・ファッション店を中心に生活必需品以外の店
舗の売上が伸びない。

嶺南 商店街 ・来客数、販売量とも大変悪い状況である。

丹南 スーパー

・厳しい状況は変わらず続いている。
・お客様の購買意欲も依然低く、買い控えが続
いている。
・低価格販売が集客につながっているため、競
合他社でも低価格販売の拡大が始まっている。
・ポイント政策より価格政策に変わってきてい
るようである。

嶺南 スーパー
・ショッピングセンターやスーパーなどで安売
合戦が広がり、商品の販売価格が下がっている
ように感じる。

福井 スーパー
・一人当たりの買上点数、買上単価が減少して
いるため。

福井 家電量販店
・お客様の買い上げが少額単価へ集中してい
る。

奥越 精肉販売店
・前月に比べてお客さんの入りが減っており、
景気が悪くなっていると感じている。

丹南 小売店

・来客数が少なく、来月も同じような状況が続
くと思われる。
・高いものや余分なものを買わない傾向が強く
なっている。

福井 スナック ・総選挙以降、人が出てこない。
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３．判断理由

（２）景気の先行き判断の理由

先行き判断 分野 地区 業種 理由
やや良くなる 家計

動向 嶺南 商店街
・「“ふるさと消費”元気フェア」の開催に伴い
プレミアム付き商品券が発行されるため、年末に
向けての起爆剤になることが期待される。

坂井
衣料品販売
店

・景気は底打ちしたと感じる。

福井 割烹 ・年末になるので、少しは良くなると思う。
企業
動向 丹南 眼鏡

・各社のハウスブランド商品の良さが消費者に
徐々に認められてきているので、好転を期待して
いる。

福井 繊維 ・アパレルの企画が変化してきている。
嶺南 運輸 ・今後も貨物の復調が期待できる。

福井 ＩＴ関係

・ＡＳＰ対応システム商品の販売開始に伴い受注
が期待できる。
・リプレース商談について見通しが明るくなりつ
つある。

丹南 伝統工芸
・生産量や販売量が減少傾向にあり、当分続くも
のと予想される。

雇用
奥越

高校就職担
当者

・一般消費の伸びはなかなか厳しいが、気持ちの
上で身の回りの景気は少しずつ良くなるのではな
いかと思う。

変わらない 家計
動向

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・冬のバーゲン時期になりセール価格となった商
品でも、まとめ買いの期待はあまりできない。
・価格・価値双方を重視した買い方がさらに強ま
る。

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・通常時の客数、単価が下落しているため、急速
な回復は期待できない。

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・冬のボーナス支給動向など先行き不安な要素も
あり、今しばらくは現在の状況が続くと思われ
る。

奥越
百貨店、
ショッピン
グセンター

・売上の減少傾向がこのまま続くと思われる。
・景気が上向いてくる感じがしない。

嶺南 商店街
・建設業などをはじめ業況は今後さらに厳しくな
るため、現状維持もしくは悪化が予想される。

福井 スーパー ・所得が増えないため、景気は変わらない。
福井 家電量販店 ・年末に向けて買い控えの時期となるため。

嶺南
ドライブイ
ン

・これから行楽シーズンを迎えるため、イベント
等で来客数が増えればと思う。

丹南
菓子製造販
売店

・本来なら良くなっていくはずであるが、インフ
ルエンザ等で雰囲気が悪い。

福井 スナック ・状況は悪いが、地道にやっていくしかない。

奥越 精肉販売店
・クリスマスや年末商戦に期待したいが、景気は
あまり変わらないと思う。

奥越 写真館
・今年一杯は現在の厳しい状況が変わらないと思
う。

丹南 小売店
・年末年始には売上が持ち直すことを期待してい
るが、ボーナスカットなどにより厳しい状況が続
くと思われる。

嶺南
タクシー運
転手

・公共事業の見直し等で、先行きは変わらずか、
やや悪くなると思われる。

福井
ビジネスホ
テル

・３カ月の先行予約状況分析から。

嶺南 旅館
・今月と同様、平年並みに近いレベルで営業でき
ると思う。ただし、さらに上昇する感はない。
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先行き判断 分野 地区 業種 理由
企業
動向

福井 一般機械

・当面（向こう半年）は業界環境に大きな変化は
ないと思われる。
・鉱工業生産指数が１９８０年代中頃の水準で
は、設備稼働率の上昇⇒新規設備投資の増加のサ
イクルに入れない。
・産業界のボリュームにおける絶対値が不足して
いる。

嶺南 医薬品
・来年度の計画策定に際し、健康食品、一般薬関
係の取引先に見通しを聴取したが、販売不振は続
き、回復の見込みが立たないとの回答であった。

奥越 繊維
・数量面での回復に期待感があるものの、円高そ
して低価格志向が足かせとなり、回復には時間が
かかりそうである。

坂井 繊維 ・円高が厳しい。

福井 運輸
・通常は年末に向けて貨物量が増えるが、今年
は、景気悪化により受注が減少した昨年末と同程
度と予測している。

福井
化学・プラ
スチック

・住宅市場の回復の見込みがないため。

嶺南
化学・プラ
スチック

・取引先の様子から。

福井 金融機関
・政府の経済対策による効果が薄れており、景気
の二番底が懸念される。

福井 金融機関 ・２～３カ月先では、現状と変化はみられない。
雇用

福井
ジョブカ
フェ担当者

・企業業績の回復には時間がかかりそう。自動車
関係企業は最悪期を脱したが、先行きはまだまだ
不透明で、関連企業の業績も回復していない

嶺南
ジョブカ
フェ担当者

・底を打ったといわれているが、それを示す明確
な根拠が感じられない

奥越
自治体労働
政策担当課

・政権交代による施策に期待感もあるが、地域で
は官事業中心であり、公共事業減に対する失望感
もある。

丹南
自治体労働
政策担当課

・大手企業の電子・デバイス、輸送機械は春先か
ら受注増であるが、来年度以降は不透明。
・中小企業では厳しさが続いている。

やや悪くなる 家計
動向

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・クリスマス商戦を迎え、多少上向く可能性があ
るが、良い、悪いを繰り返すと思う。
・お買い上げいただくお客様が非常に限られてお
り、新規の顧客の売上が見込みにくいため。

嶺南
百貨店、
ショッピン
グセンター

・食料品などで営業・業務用の売上額が減少して
いる。

奥越 商店街 ・円高の影響で繊維関係が厳しいと聞いている。

嶺南 スーパー
・年末のボーナスカットが予想され、財布のひも
は固くなると思われる。
・国の事業削減など、明るい兆しが見られない。

嶺南
自動車販
売・整備

・業界の宿命の季節変動により今後２～３カ月は
低迷する。
・政権交代に伴う対策の停滞による先行き不安が
ぬぐえない。

奥越
自動車・建
設機械整備

・政府予算の削減の影響があると思う。

丹南 美容室

・明るい話がない。公共事業削減のニュースがネ
ガティブに作用し、景気停滞ムードを一層暗いも
のにしている。丹南地域の雇用不振にも響くと思
われる。

坂井 居酒屋
・平日の民間企業の方の来客状況が次第に悪く
なっている。
・忘年会関係の来客も減ってくると思う。

福井 居酒屋
・給料が下がっている会社が増えているため、来
客数が少なくなると思う。
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先行き判断 分野 地区 業種 理由

嶺南 家電量販店
・政府のエコポイント継続か否かで大きく変わる
と思われる。

奥越
特産品等販
売店

・観光シーズンも終わり、販売品（大きなウェー
トを占める農産物を含む）が減少すると思われ
る。

福井
ビジネスホ
テル

・新型インフルエンザが最流行期に入る。
・安売り競争による単価の下落が懸念される。
・景気の回復の足取りが重い。

福井 旅行代理店
・取引会社、お客様等の業界の状況や、メディ
ア・情報機関等の情報から。

嶺南
ドライブイ
ン

・インフルエンザの影響が特に心配される。

企業
動向

坂井 非鉄金属 ・受注予想量が減少傾向である。

福井 商社 ・原材料費が高騰しているのが不安材料である。

坂井 ＩＴ関係
・現在の受注状況や案件の感触から見て、年末ま
で悪い状況が続くと思われる。

丹南 電気機械
・部品受注はこれから閑散期に突入する。失業率
増加などにあまり歯止めもかかっていないようで
あり楽観できない。

福井
化学・プラ
スチック

・美容業界の落ち込みが大きく、今後、美容業界
でも２番底が訪れることが懸念される。

雇用
福井

大学就職担
当者

・円高による県内輸出関連製造業への影響、住宅
投資の減少、雇用・所得の低迷による消費者の買
い控えが懸念される。

福井
就職情報誌
編集者

・政権交代による影響が出るのではないか。

嶺南
大学就職担
当者

・情報交換会参加企業が少なく、来年度卒業生の
採用について消極的な企業が増えることが予想さ
れる。

悪くなる 家計
動向

坂井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・年末年始に向けて昨年の不振からの巻返しを期
待するが、ボーナスの減少、雇用回復の遅れでよ
り厳しい商戦となる気配がある。
・食品部門の不振について、生活の基本レベルに
関わる商品にまで購買意欲が低下しているとすれ
ば、今後も期待は難しいと感じる。

福井
百貨店、
ショッピン
グセンター

・何も変化がないため。

丹南 商店街
・年末に向けて景気が悪化するという報道が多
く、消費動向が悪い方に動くような気がする。

丹南 スーパー
・年末のボーナス支給も過去最低とのことで、こ
の先も回復は見込めない。
・デフレスパイラルにあり悪循環に入っている。

坂井 大型小売店
・個人消費が伸び悩んでおり、雇用状況も改善し
ていないため。

坂井 旅行代理店
・年末に向けて資金繰りから景気の悪化が予想さ
れ、現在より悪くなると思われる。
・景気・消費が飛躍的に回復するとは思えない。

企業
動向

嶺南 建設業
・政府予算の削減により、発注見込みが減ると予
想する。
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４．参　考

（１）調査対象の構成

人数

家計動向関連 54
商店街、小売店

商店街関係者 5
小売店経営者・従業員 7

百貨店、ＳＣ等
売場主任・店長・従業員 10

スーパー
店長・従業員 5

家電販売店
経営者・店員 2

コンビニエンスストア
エリア担当 2

ドライブイン等
経営者・スタッフ 3

飲食関連
レストラン、ファストフード等営業担当・スタッフ 4
居酒屋等経営者・店長・スタッフ 4

その他サービス関連
自動車販売・整備業経営者・従業員 2
美容室　経営者・従業員 1
福祉施設　経営者・従業員 1

観光関係
旅館関係者 2
ビジネスホテル関係者 2
旅行代理店経営者・従業員等 2
タクシー運転手 2

企業動向関連 34
製造業経営者・従業員

繊維工業 3
眼鏡工業 3
一般機械工業 3
電気機械工業 3
化学・プラスチック工業 3
鉄鋼業 2
伝統工芸関連 2
商社 2
食料品製造業 2
その他製造関連 3

非製造業経営者・従業員
ＩＴ関連 2
金融機関 2
建設・不動産 2
運輸 2

雇用関連 12
自治体労働政策担当課 2
労働相談員 2
学校就職担当者 4
ジョブカフェ担当者 2
就職情報誌編集者 2

100計

調査対象
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４．参　考

（２）調査票

　

　

【質問３】

【質問４】

　質問３でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

　将来の景気についての質問です。今後２～３カ月先のあなたの身の回りの景気は、

今月より良くなると思いますか、悪くなると思いますか。

　次の５つの中から、お選びください。

①良くなる　　②やや良くなる　　③変わらない　　④やや悪くなる　　⑤悪くなる

　　　　④やや悪くなっている　　⑤悪くなっている

【質問２】

　質問１でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

　あなたの日々の仕事や仕事を通じて接するお客様の様子から分かる、
あなたの身の回りの景気の状況についてご回答ください。

（企業・団体名および記入者氏名）

【質問１】

　景気が上向きか下向きか、どちらの方向に向かっているかの質問です。

　今月のあなたの身の回りの景気は、３カ月前と比べて良くなっていると思いますか、

悪くなっていると思いますか。

　次の５つの中から、お選びください。

　　　　①良くなっている　　②やや良くなっている　　③変わらない
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　　本書の内容についての質問は、下記にお問い合わせください。

福井市大手３丁目17－1

福井県産業労働部政策推進グループ

　TEL　０７７６－２０－０３６４　（ダイヤルイン）

　　　　　　　


